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兵庫消防団は、ただ今、来年の兵庫県
消防操法大会に向け、一丸となり特訓中で
す。また、神戸市消防団小型動力ポンプ操
法大会においては優勝3回と常に上位の成
績を収めており、各分団でも、日頃から小型
動力ポンプの点検はもちろん、各防災福祉
コミュニティ、自治会、学校関係、企業等
に対し、放水訓練、消火器の取り扱い、津
波避難訓練そして、消防団員救急インストラ
クターを通じ、AEDを用いた心肺蘇生講習、
ケガの手当て等の講習会をおこない指導し
ています。
特に地元中学校に対しては、毎年1年生

を対象に防災学習の一環として、各講習会
をおこない、防災ジュニアチームとして地元
でも活躍していただいています。
私が初めて、消防団員の救急インストラク

ターとして講習会を開催したのは、阪神・淡
路大震災の次の年で、当初は、人前で教
えることにも慣れておらず苦労しましたが、現
在では、演技を用いた救命活動デモンスト
レーションが話題にもなり、教える楽しさを実
感し、楽しい講習会を開催しております。
そして、忘れていけないのが、阪神・淡路
大震災の時、「なにもできなかった」という教
訓です。兵庫第5分団では、団員が率先し、

それぞれ専門知識を学び、市民救命士の講
義の向上、小型動力ポンプ操法訓練、救
急患者の搬送、消火器、ロープ結束、規
律訓練、各個訓練、現場指揮所訓練等に
各リーダーを決め、月に一度練習をおこなっ
ています。
また、昨年、当分団員4人と共に東日本
大震災の一周忌慰霊祭に被災地へ行き、
大川小学校の悲劇の現場を始め、石巻市、
名取市で、津波の恐ろしさを自分自身の肌
で感じてきました。視察途中、地元の被災
者の方に「観光気分で、来てもらっては、困
る」とお叱りも受けましたが、同じ大震災を経
験している神戸から来たこと、また、消防団
員として、今後の教訓として生かしていきた
いこと、そして、お亡くなりになられた方への
お悔みと、地元の消防団がどのような思いで
避難活動をしていたかなど、この目で見た
かったことを説明すると、快く理解していただ
き、最後は「ありがとう」と言っていただき、
胸が張り裂ける思いで帰ってきたことを、昨
日のことのように思い出します。今度もこの
経験を生かし、消防団活動に取り組んでい
きたいと思います。

（兵庫第5分団　分団長　山崎基治）

頑張る兵庫第5分団
●逃げることができる人になる授業！
7月に、須磨消防署員と学生ボランティア

が、若宮小学校の4年生たちを率先避難者
に育てる授業をしました。率先避難者とは周り
の人たちを助けるために、避難を呼び掛けな
がら一番初めに逃げ出す、奉仕と共助の精
神にあふれた素晴らしい行動者です。その心
を子どもたちに伝え、自ら行動できるように諭
し、子から親へ、そして地域から社会に率先
避難者の考え方を伝播させるための試みです。
●教師を目指すタマゴたちの力を得て！
チャンスは一度。この授業で率先行動が

できる人になってもらうために、子どもたちの
心に届く授業をしたい。そのために少しでも感
動を与える授業をしようと考えました。「感動」
の語源は論語の「感即動」で「感じれば即に
動く」という言葉に由来しています。人のため
に勇気を出して行動することの素晴らしさを伝
え、感じてもらえたら、実行できる人になって
くれる。この目標へ向けての授業を須磨消防
署員と一緒に創り上げてくださったのが、8人
の神戸女子大学教育学科の学生ボランティ
アたちでした。「子どもたちの心をつかむに
は？」「一人ひとりの意見を大切にするには？」
「記憶に残すには？」などの授業手法を一つ
一つ創造し、「命の授業」ができあがりました。
●子どもたちの心へ届け！
授業内容を簡単に紹介します。導入部分

では、就寝中に火災に巻き込まれた家族の
悲しみ等感情を消防隊と救急隊の救命活動
をまじえて寸劇で表現し、子どもたちの心をつ
かみます。そして、命の大切さ、逃げることの

難しさと大切さを感じてもらい「率先避難者に
なりたい ！ 」と思ってもらえるように授業内容を
組み立てました。
当日は、迫真の演

技から始まり、子ども
たちの活発な意見が
飛び交う熱気に溢れ
た授業となり、私た
ちも子どもたちの考え
を教えてもらい、色々感じさせられ大いに勉強
になった防災授業でした。
●率先避難者についてどう感じたのか？
子どもたちの感想を一部紹介させていただき

ます。「もし今日この勉強がなかったら、津波
や地震がきたら死んでたと思いました（T）」「私
は、あんなに怖いことが起きたとき、率先避難
者になれるかな？ と不安になりました。率先避
難者になれる人は、とてもすごい人だと思いま
した。…もしものことがあったときは、逃げない
大人に惑わされないで、自分が率先避難者に
なって、たくさん
の人の命を救える
ように、がんばり
たいです（H）」。
子どもたちは何

か感じてくれたと
思います。人のために率先して行動できる子
どもたちが、親となり子どもを率先避難者に育
てていく。そんな家族が暮らしている神戸の街
になるとしたら、率先避難者を育てる価値は
あるのではないでしょうか？

（須磨消防署　佐藤　孝）

消防士と教師のタマゴが創った防災授業
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